
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３年生のみなさんの中には、具体的な高校名を挙げて「頑張ります！」と話をしてくれる人もいれば、

いろいろと悩んだり迷ったりしているので、これからある学校説明会や体験入学にいろいろと参加をし

てから、「受験校を決めます」と話をしてくれる人もいます。そんな話を聞くたびに、自分が受験生だっ

た中学３年生のときのことを思い出します。 

 中学校最後の夏休み、義務教育９年間で最後の夏休みを、ぜひ「じっくり・ゆっくり・しっかり」過

ごして、有意義なものにしてほしいと思っています。８カ月後には、みなさんは卒業します。そして、 

９カ月後の来年４月には、新しい場所で新しい人生を歩んでいます。みなさんの輝かしい人生の一部で

す。「顔晴ったな！」という気持ちでその日を迎えるためにも、夏休みは絶好のチャンスです。 

 やるべきことは分かっていると思います。気分転換をするときは、全力でリフレッシュしてください。

そして、この夏休みを、みなさん一人一人にとって最高の夏休みにしてほしいと思います。夏休み明け

には、パワーアップした元気なみなさんに再会できることを楽しみにしています。 

 

 

 

 当日の服装は「制服」着用を基本とします。本校の夏服期間は「夏服」でもかまいません。ただし、

調理や体育の体験授業などで、エプロン・三角巾もしくはジャージなどを持参するように指示された場

合は、その指示にしたがってください。基本的に、高校の指示を中学校の指示より優先させてください。 

 また、特に指示がない場合は、上靴と靴袋、筆記用具、生徒手帳を忘れずに持参してください。３年

生の皆さんは、本校の顔です。自覚と誇りをもって、しっかりとした態度で参加しましょう。 

 

 

 

 夏季休業中に実施される学校説明会、学校見学会、体験入学などに事前に申込みをし、実施当日にや

むを得ず欠席する場合（病欠や急な予定変更）は、参加を予定していた高校へ保護者の方から直接ご連

絡ください。また、実施日の数日前に参加できないことが分かった場合も、分かった時点で同じように

高校へ保護者の方から直接ご連絡ください。 

 欠席した場合は、夏季休業が明けた後、お子様を通じて進路係（田口）または学級担任に、その旨を

お伝えください。 
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進路だより 
平成 30 年７月 27日（金）発行 

 夏休みを前に ～３年生のみなさんへ～ 

 学校説明会等に参加する際の服装・持ち物について（再掲） 

 夏季休業中の体験入学および学校説明会などの欠席連絡について 



学校説明会等 案内 
 

 

 釧路工業高等専門学校から、「学校説明会＆体験教室」の案内が届きました。詳しくは、別紙のチラシ

をご覧ください。 

 参加を希望する場合は、高等専門学校のホームページから指定の申込書をダウンロードして FAX送信

するか、メールで各自が直接申し込むようにしてください。開催地域によって、日程や申込期間が異な

りますので、チラシの内容をよく読んでください。 

 不明な点等ありましたら、進路係（田口）へお尋ねください。 

 

 

 市立札幌平岸高等学校から、「デザインアートコース説明会・実技授業見学会」の案内が届きました。

詳しくは、下記要領をご覧ください。 

   １ 日 時  ８月 21日（火） 13:20～15:00 

   ２ 会 場  市立札幌平岸高等学校（地下鉄南北線澄川駅徒歩７分） 

   ３ 日 程  （１）受   付  13:00～13:20 

          （２）説 明 会  13:20～13:40 

          （３）実技授業見学  13:50～15:00 

          ※質問は、各教室の美術教員員お声かけください。 

   ４ 持ち物  上靴、靴袋 

   ５ 申込み  参加申込書（高校ホームページより Excelファイルをダウンロードできます）に

参加希望者各自で、必要事項を記入の上、８月１日（水）までに FAXかﾒｰﾙにて添

付して申し込むようにしてください。 

   ６ 申込先  市立札幌平岸高等学校 

          FAX：011-812-2049 

          ﾒｰﾙ：kazuaki.sato@sapporo-c.ed.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釧路工業高等専門学校 学校説明会＆体験教室 

市立札幌平岸高等学校 デザインアートコース説明会・実技授業見学会（８／21） 

朝のリレー 谷川俊太郎 
 
カムチャッカの若者が 
きりんの夢を見ているとき 
メキシコの娘は 
朝もやの中でバスを待っている 
ニューヨークの少女が 
ほほえみながら寝がえりをうつとき 
ローマの少年は 
柱頭を染める朝陽にウインクする 
この地球では 
いつもどこかで朝がはじまっている 
 
ぼくらは朝をリレーするのだ 
緯度から緯度へと 
そうしていわば交替で地球を守る 
眠る前のひととき耳をすますと 
どこか遠くで目覚まし時計のベルが鳴ってる 
それはあなたの送った朝を 
誰かがしっかりと受けとめた証拠なのだ 

個人的に感銘を受けた詩です。 
誰にでもおとずれる「朝」。 
この詩を読むと、 
朝、起きるのが楽しみになる気がします。 
人と人とのつながりも感じます。 
「朝」という人生の素晴らしい瞬間を、 
大切にしようとも思います。 
 
何のへんてつもない毎日かもしれません。 
ただ、気持ちのいい「朝」を迎える。 
 
よい夏休みを！ 
Have A Nice Summer Vacation! 
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